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Abstract 

 

We report here the first case of localized amyloidosis of the ureter 

and bladder to be treated effectively by occlusive dressing technique 

therapy using of dimethyl sulfoxide. The patient was a 48-year-old 

woman whose chief complaint was macrohematuria and right back pain. 

Ultrasound sonography demonstrated right hydronephrosis and the 

intravesical mass in the region of the right ureteral orifice. Retrograde 

pyelography revealed severe stricture of the right lower ureter. 

Cystoscopy demonstrated a yellow submucosal tumor around the right 

ureteral orifice. We suspected urinary tract amyloidosis, and 

transurethral biopsy and resection of the intravesical mass were 

performed under right ureteral stenting. Histopathological diagnosis 

was amyloidosis. There was no evidence of systemic amyloidosis.   

To treat residual amyloidosis of the ureter and bladder, occlusive 

dressing technique therapy using dimethyl sulfoxide was performed 

every day. After 6 months of the therapy, right hydronephrosis 

disappeared, and there was no evidence of a recurrence of amyloidosis. 

We concluded that this therapy was very effective and safe for urinary 

tract amyloidosis. 
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 《 英 文 和 訳 》  

 

我 々 は d i m e t h y l  s u l f o x i d e の O D T 療 法 が

奏 効 し た 限 局 性 尿 管 、 膀 胱 ア ミ ロ イ ド ー シ ス

の １ 例 目 を 報 告 す る 。 患 者 は ４ ８ 歳 、 女 性 、

主 訴 は 肉 眼 的 血 尿 と 右 背 部 痛 で あ る 。 超 音 波

検 査 で は 右 水 腎 症 お よ び 右 尿 管 口 部 に 膀 胱 内

腫 瘤 を 認 め た 。 逆 行 性 腎 盂 造 影 で は 、 右 下 部

尿 管 の 高 度 の 狭 窄 を 認 め た 。膀 胱 鏡 検 査 で は 、

右 尿 管 口 周 囲 に 黄 色 調 の 粘 膜 下 腫 瘤 を 認 め た 。

我 々 は 尿 路 ア ミ ロ イ ド ー シ ス を 疑 い 、 膀 胱 内

病 変 の 経 尿 道 的 生 検 お よ び 切 除 術 を 右 尿 管 ス

テ ン ト 留 置 下 で 施 行 し た 。 病 理 組 織 学 的 に は

ア ミ ロ イ ド ー シ ス の 診 断 で あ っ た 。   全 身 性

ア ミ ロ イ ド ー シ ス の 徴 候 は な か っ た 。 尿 管 ア

ミ ロ イ ド ー シ ス と 残 存 す る 膀 胱 ア ミ ロ イ ド ー

シ ス に 対 し 、 d i m e t h y l  s u l f o x i d e に よ る O D T

療 法 を 連 日 施 行 し た 。 治 療 ６ ヶ 月 後 、 右 水 腎

症 は 消 失 し 、 ア ミ ロ イ ド ー シ ス 再 発 の 徴 候 は

認 め ら れ な か っ た 。 本 治 療 法 は 尿 路 ア ミ ロ イ
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ド ー シ ス に 対 し て 非 常 に 効 果 的 か つ 安 全 な も

の で あ る と 考 え ら れ た 。                
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緒 言  

 

限 局 性 尿 管 ・ 膀 胱 ア ミ ロ イ ド ー シ ス は 比 較

的 稀 な 疾 患 で あ り 、 膀 胱 ア ミ ロ イ ド ー シ ス に

対 し て は 内 視 鏡 的 切 除 術 や d i m e t h y l  

s u l f o x i d e  ( 以 下 D M S O ) の 膀 胱 内 注 入 療 法 が

施 行 さ れ て い る が 、 尿 管 ア ミ ロ イ ド ー シ ス は

診 断 が 難 し く 、 尿 管 腫 瘍 と し て 手 術 的 に 治 療

さ れ て い る こ と が 多 い 。 今 回 わ れ わ れ は 限 局

性 尿 管 ・ 膀 胱 ア ミ ロ イ ド ー シ ス に 対 し 、 D M S O

の 経 皮 的 吸 収 療 法 を 行 い 、 奏 効 例 を 経 験 し た

の で 、 文 献 的 考 察 を 加 え て 報 告 す る 。  

 

 

症 例  

 

【 患 者 】  4 8 歳 、 女 性  

【 主 訴 】  右 背 部 痛 、 肉 眼 的 血 尿  

【 現 病 歴 】  1 9 9 7 年 1 月 2 3 日 、 下 腹 部 不 快

感 を 主 訴 に 当 科 初 診 。 尿 沈 査 に て 軽 度 の 膿 尿
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を 認 め 、 急 性 膀 胱 炎 と し て 治 療 。 以 後 受 診 せ

ず 。 1 9 9 8 年 1 月 1 3 日 、 右 背 部 鈍 痛 お よ び 肉

眼 的 血 尿 を 主 訴 に 当 科 を 受 診 し た 。 尿 沈 査 に

て 血 膿 尿 を 認 め た 。 右 急 性 腎 盂 腎 炎 を 疑 い 、

当 科 入 院 と な っ た 。 膀 胱 鏡 検 査 に て 右 尿 管 口

周 囲 に 黄 色 の 隆 起 性 病 変 を 認 め 、 膀 胱 ア ミ ロ

イ ド ー シ ス を 疑 い 粘 膜 生 検 を 施 行 す る も 、 組

織 学 的 に は 確 定 診 断 に は 至 ら な か っ た 。 そ の

後 、 外 来 に て 経 過 観 察 し て い た が 、 9 月 1 0 日

の 膀 胱 鏡 検 査 に て 隆 起 性 病 変 の 増 大 傾 向 を 、

I V P に て 右 水 腎 症 を 認 め た た め 、 1 0 月 5 日 当

科 再 入 院 と な っ た 。  

【 既 往 歴 】 2 0 歳 代 に 慢 性 関 節 リ ウ マ チ の 診 断 。

プ レ ド ニ ゾ ロ ン 3 m g / 日 、 メ ソ ト レ キ セ ー ト

5 0 m g / 週 の 内 服 を し て い る 。 1 9 9 6 年 、 子 宮 筋

腫 の 診 断 で 子 宮 お よ び 左 卵 巣 摘 出 術 を 受 け て

い る 。  

【 入 院 時 現 症 】 身 長 1 5 1 . 6 c m 、 体 重 5 5 . 8 k g 、

血 圧 1 0 7 / 6 8 m m H g 、 脈 拍 6 6 / 分 、 整 。 巨 舌 症 、

関 節 の 変 形 な ど を 認 め ず 。  
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【 一 般 検 査 所 見 】 末 梢 血 生 化 学 検 査 ： W B C  

6 2 7 0 / μ l , R B C  4 3 1 x 1 0 4 / μ l , H b  1 3 . 1 g / d l , H t  

4 0 . 5 % , P l t  3 0 . 2 x 1 0 4 / μ l , T P  7 . 5 g / d l  ,  G O T  

3 1  I U / l  ,  G P T  2 7  I U / l  ,  A L P  1 6 0  I U / l  ,  

L D H  3 5 8  I U / l  ,  T - B i l  0 . 7 m g / d l  ,  B U N  

1 2 . 3 m g / d l  ,  C r  0 . 5 m g / d l  ,  N a  1 4 0 m E q / l , K  

4 . 0 m E q / l , C l  1 0 2 m E q / l , C R P  2 . 7 5 m g / d l ( 2 + )  

蛋 白 分 画 A l b  5 8 . 8 % , α 1  2 . 5 % , α 2  8 . 0 % , β

8 . 5 % , γ  2 2 . 2 % , A / G 比 1 . 4 3  。 軽 度 の 炎 症 所

見 以 外 に 異 常 を 認 め な い 。尿 所 見 ： 比 重 1 . 0 2 2 、

p H 6 . 5 、 蛋 白 （ － ）、 糖 （ － ） ケ ト ン 体 （ － ）、

尿 潜 血（ ± ）赤 血 球 1 ～ 4 / H p f , 白 血 球 1 ～ 4 / H p f ,

上 皮 1 ～ 4 / H p f 。 尿 細 胞 診 ： c l a s s  Ⅰ  

【 画 像 診 断 】  

胸 部 X 線 上 異 常 を 認 め ず 。 超 音 波 検 査 ： 右 水

腎 症 を 認 め 、 右 下 部 尿 管 の 肥 厚 と 膀 胱 内 に 連

続 す る 隆 起 性 病 変 を 認 め た ( F i g  1 ）。 I V P ： 右

水 腎 症 を 認 め 、 右 下 部 尿 管 は 描 出 さ れ な か っ

た ( F i g  2 ) 。  以 上 の 検 査 所 見 よ り 尿 管 ・ 膀 胱

ア ミ ロ イ ド ー シ ス を 疑 い 、1 9 9 8 年 1 0 月 6 日 、
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右 逆 行 性 腎 盂 造 影 、 右 尿 管 ス テ ン ト 留 置 、 経

尿 道 的 膀 胱 生 検 及 び 切 除 術 を 行 っ た 。  

【 手 術 所 見 】 右 逆 行 性 腎 盂 造 影 で は 、 右 尿 管

口 か ら 腸 骨 動 脈 交 叉 部 ま で お よ ぶ 尿 管 内 腔 の

高 度 な 狭 窄 を 認 め た ( F i g  3 ) 。 膀 胱 鏡 検 査 で は

右 尿 管 口 周 囲 か ら 膀 胱 三 角 部 の 正 中 を 越 え て

易 出 血 性 、 黄 色 の 隆 起 性 病 変 を 認 め た 。 右 尿

管 ス テ ン ト を 留 置 後 、 膀 胱 病 変 を 採 取 し 、 右

尿 管 口 を 温 存 す る か た ち で 隆 起 性 病 変 を 可 及

的 に 切 除 し た 。  

【 病 理 組 織 学 的 所 見 】 H E 染 色 で は 膀 胱 粘 膜

下 を 中 心 に 好 酸 性 物 質 が 広 汎 に 沈 着 し て お り 、

C o n g o  R e d で 陽 性 に 染 色 さ れ た 。 偏 光 顕 微 鏡

に て C o n g o  R e d 陽 性 部 の 一 部 に 明 瞭 な 黄 緑 色

の 偏 光 像 を 認 め た ( F i g  4 ) 。 腫 瘍 性 病 変 は 認 め

な か っ た 。 以 上 よ り 膀 胱 ア ミ ロ イ ド ー シ ス と

診 断 さ れ た 。 右 下 部 尿 管 の 病 変 も 膀 胱 病 変 と

連 続 性 が あ り 、 尿 管 ・ 膀 胱 ア ミ ロ イ ド ー シ ス

と 診 断 し た 。  

【 臨 床 経 過 】 組 織 学 的 に ア ミ ロ イ ド ー シ ス と
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診 断 さ れ た た め 、 全 身 性 変 化 の 有 無 を 検 索 し

た 。 前 述 の ご と く 巨 舌 症 な ど の ア ミ ロ イ ド ー

シ ス の 身 体 所 見 に 乏 し く 、 尿 中 B e n c e  J o n e s

蛋 白 も 陰 性 で あ っ た 。 胃 ・ 十 二 指 腸 の 粘 膜 生

検 も 施 行 し た が 、ア ミ ロ イ ド の 沈 着 を 認 め ず 、

全 身 性 ア ミ ロ イ ド ー シ ス は 否 定 的 で あ っ た 。  

 残 存 す る 尿 管 及 び 膀 胱 ア ミ ロ イ ド ー シ ス 病

変 に 対 し 、 十 分 な イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト

の も と 、 1 9 9 8 年 1 0 月 2 1 日 よ り D M S O に よ

る 密 封 包 帯 療 法 （ o c c l u s i v e  d r e s s i n g  

t e c h n i q u e  以 下 O D T 療 法 ） を 開 始 し た 。 方

法 は 、 連 日 就 寝 前 に 5 0 % D M S O 溶 液 約 7 m l を

ガ ー ゼ に 浸 し 、 大 腿 に 貼 布 、 そ の 上 か ら ラ ッ

プ で 約 6 0 分 間 覆 う 。 こ の 手 技 を 患 者 に 指 導

し 、 退 院 後 も 自 宅 で O D T 療 法 を 継 続 し た 。 皮

膚 の 軽 い 発 赤 、 掻 痒 感 の 訴 え は あ っ た が 、 治

療 を 中 止 す る ほ ど で は な か っ た 。 血 液 検 査 上

も 特 に 異 常 を 認 め な か っ た 。 O D T 療 法 開 始 後

約 ６ ヶ 月 を 経 過 し 、 右 下 部 尿 管 の 通 過 性 評 価

の た め 、 1 9 9 9 年 3 月 9 日 当 科 入 院 し 、 右 尿 管
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ス テ ン ト を 抜 去 し 、 逆 行 性 腎 盂 造 影 を 施 行 し

た 。 右 尿 管 口 か ら 腸 骨 動 脈 交 叉 部 ま で 狭 窄 は

残 存 す る が 、 治 療 前 と 比 較 し て 不 整 像 は 改 善

し 、 尿 の 通 過 性 も 良 好 で あ っ た 。 ま た 膀 胱 鏡

上 、 病 変 切 除 部 位 に 再 発 を 疑 わ せ る 所 見 は な

く 、 右 尿 管 口 の 形 態 も ほ ぼ 正 常 に 復 し て い た

の で 、 尿 管 ス テ ン ト を 再 留 置 せ ず 退 院 し た 。

ス テ ン ト 抜 去 後 の D I P で は 、 右 水 腎 症 を 認 め

ず 下 部 尿 管 の 通 過 性 は 良 好 で あ っ た ( F i g  ５ ) 。

O D T 療 法 開 始 後 、 約 １ 年 を 経 過 し た 現 在 も 隔

日 で O D T 療 法 を 継 続 中 だ が 、尿 所 見 は 正 常 で

右 水 腎 症 の 再 発 は な い 。  

 

 

考 察  

 

ア ミ ロ イ ド ー シ ス は 線 維 構 造 を も つ 特 異 な

蛋 白 ‘ ア ミ ロ イ ド ’ の 細 胞 外 沈 着 を 本 態 と す

る 原 因 不 明 の 代 謝 疾 患 で あ る 。 本 邦 に お い て

ア ミ ロ イ ド ー シ ス は 、 1 9 9 3 年 に 厚 生 省 特 定 疾
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患 調 査 研 究 班 に よ り 発 表 さ れ た 新 分 類 で 全 身

性 と 限 局 性 に 大 別 さ れ 、 更 に 各 々 が 細 分 さ れ

て い る 1 ) 。 自 験 例 は 慢 性 関 節 リ ウ マ チ に 合 併

し て 発 症 し て お り 、 反 応 性 Ａ Ａ ア ミ ロ イ ド ー

シ ス （ 旧 分 類 で は 続 発 性 ア ミ ロ イ ド ー シ ス ）

に 分 類 さ れ る 。 し か し 、 胃 ・ 十 二 指 腸 粘 膜 生

検 で は ア ミ ロ イ ド の 沈 着 を 認 め ず 、 全 身 性 変

化 は 否 定 さ れ 、 限 局 性 ア ミ ロ イ ド ー シ ス と し

た 。 ア ミ ロ イ ド ー シ ス の 診 断 に は 免 疫 染 色 が

有 用 で あ る が 、 自 験 例 で は 抗 体 が 入 手 で き ず

免 疫 染 色 は 行 わ な か っ た 。 し か し 、 Ａ Ａ 蛋 白

は 過 マ ン ガ ン 酸 カ リ ウ ム で 前 処 理 す る と

C o n g o  R e d に よ る 染 色 性 を 失 う と い う 性 質 が

あ り 1 ) 、 反 応 性 Ａ Ａ （ 続 発 性 ） ア ミ ロ イ ド ー

シ ス の 診 断 は 可 能 で あ る 。 同 処 理 を し な か っ

た の は 反 省 す べ き 点 で あ る 。  

尿 路 限 局 性 に 発 症 す る ア ミ ロ イ ド ー シ ス は

比 較 的 稀 で あ り 、 そ の 大 部 分 は 膀 胱 に 発 症 す

る 。 限 局 性 膀 胱 ア ミ ロ イ ド ー シ ス は 、 本 邦 で

は 4 5 例 報 告 さ れ て い る 2 ) 。 一 方 、 限 局 性 尿
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管 ア ミ ロ イ ド ー シ ス も 稀 で あ る 。 過 去 に 粟 倉

ら 3 ) が 集 計 し た 2 1 例 と そ の 後 報 告 さ れ た 5

例 4 ～ 8 ) を 自 験 例 も 含 め て 集 計 し 表 に し た

( T a b l e 1 ) 。 尿 管 ア ミ ロ イ ド ー シ ス の 多 く は 、

肉 眼 的 血 尿 、 側 腹 部 痛 を 主 訴 と す る こ と が 多

く 、 大 半 が 尿 管 腫 瘍 と 診 断 さ れ て い る 。 術 前

の 正 診 例 は 2 7 例 中 6 例 に す ぎ ず 、 診 断 の 難

し さ が 示 唆 さ れ る 。 し か し 、 尿 管 鏡 を 用 い た

生 検 例 や 術 中 迅 速 病 理 に よ る 診 断 例 も あ り 、

悪 性 所 見 に 乏 し い 症 例 で は 粘 膜 生 検 、 術 中 迅

速 病 理 検 査 を 積 極 的 に 行 う べ き と 考 え ら れ た 。 

尿 管 ア ミ ロ イ ド ー シ ス の 治 療 は 、 腎 尿 管 全

摘 が 施 行 さ れ た 症 例 が 約 半 数 を 占 め る 。 他 に

尿 管 部 分 切 除 術 と そ の 再 建 方 法 と し て 尿 管

端 々 吻 合 、 膀 胱 尿 管 新 吻 合 が 多 く 、 自 家 腎 移

植 9 ) 、 回 腸 尿 管 造 設 1 0 ) な ど の 報 告 も あ る 。  

D M S O は 分 子 量 7 8 . 1 3 の d i p o l a r な 溶 媒 で

あ る 。 薬 理 作 用 と し て 浸 透 促 進 作 用 、 局 所 麻

酔 作 用 、 鎮 静 作 用 、 抗 炎 症 作 用 な ど が あ る 。

そ の 浸 透 作 用 は 特 徴 的 で 皮 膚 b a r r i e r か ら 迅
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速 に 高 濃 度 で 通 過 す る が 、 組 織 障 害 は な い と

さ れ る 。 9 0 % D M S O 溶 液 を ヒ ト 皮 膚 に 塗 布 し

た 場 合 、 5 分 後 に 血 中 に 認 め 、 4 ～ ６ 時 間 で 最

高 血 中 濃 度 が 得 ら れ 、こ の p l a t e a u は 3 6 ～ 7 2

時 間 続 く と 言 わ れ て い る 1 1 ) 。  

1 9 7 6 年 O s s e r m a n 、 I s o b e ら に よ り 、 ア ミ ロ

イ ド ー シ ス に 対 す る D M S O の 有 効 性 が 報 告 さ

れ て 以 来 1 2 ) 、 内 服 、 皮 膚 へ の 塗 布 療 法 、 注 腸

療 法 な ど が 試 み ら れ 、 そ の 有 用 性 が 認 め ら れ

て い る 。 尿 路 ア ミ ロ イ ド ー シ ス に 対 す る

D M S O の O D T 療 法 の 報 告 は 調 べ 得 た 範 囲 で は

皆 無 で あ る 。 O D T 療 法 を 施 行 す る 際 、 D M S O

の d o s e の 設 定 は 、 ガ ー ゼ が 十 分 に D M S O で

浸 さ れ る 量 を 適 量 と し た 。 こ の 量 は 約 7 m l で

あ り 、 高 杉 ら の 報 告 1 3 ) と ほ ぼ 同 じ で あ っ た 。

D M S O 療 法 の 副 作 用 と し て は 一 般 に 内 服 で は

嘔 気 、 嘔 吐 や 肝 機 能 障 害 な ど 、 塗 布 療 法 で は

塗 布 部 位 の 発 赤 、 水 疱 、 掻 痒 感 な ど を 認 め る

1 4 ) 。 ま た 、 そ の 特 有 な ガ ー リ ッ ク 様 の 臭 気 の

た め 患 者 が 敬 遠 し て し ま う 場 合 も あ る 。 塗 布
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療 法 の 利 点 は 、 副 作 用 が 軽 微 で あ る こ と で 、

自 験 例 も 治 療 の 中 断 を 余 儀 な く さ れ る よ う な

副 作 用 は な か っ た 。 長 期 間 の 治 療 を 要 す る 本

疾 患 で は こ れ は 非 常 に 重 要 な 意 味 を 持 つ 。  

膀 胱 ア ミ ロ イ ド ー シ ス に 対 し て は 、 す で に

本 邦 に お い て も D M S O の 膀 胱 内 注 入 療 法 が 確

立 さ れ て い る が 1 5 ) 、手 技 の 煩 雑 さ は 欠 点 と 思

わ れ る 。 O D T 療 法 は 膀 注 療 法 よ り も 手 技 的 に

簡 便 で あ り 、 患 者 自 身 が 毎 日 施 行 で き る と い

う 利 点 が あ る 。 単 純 塗 布 療 法 （ 刷 毛 な ど を 用

い 直 接 皮 膚 に 塗 布 す る ）は 一 見 O D T 療 法 よ り

も 手 技 は 簡 便 に 思 え る が 、 そ の 特 有 の 臭 気 の

問 題 と D M S O 塗 布 後 、 溶 液 が 乾 燥 す る ま で 衣

服 を 着 用 で き な い と い う 欠 点 が あ る 。 O D T 療

法 で は そ の よ う な 問 題 は 生 じ ず 、 自 験 例 で も

患 者 に 不 快 感 を 与 え る こ と も な く 、 治 療 コ ン

プ ラ イ ア ン ス は 良 好 で あ っ た 。   

今 後 は 尿 管 の み な ら ず 膀 胱 ア ミ ロ イ ド ー シ

ス に 対 し て も O D T 療 法 を 適 用 し て み る 価 値

が あ る と 考 え て い る 。 な お D M S O 療 法 を い つ

 15



 16

終 了 す る か に つ い て の 定 説 は な い 。 自 験 例 で

は 現 在 隔 日 で 治 療 中 だ が 、 今 後 ア ミ ロ イ ド ー

シ ス 再 発 の 有 無 を 検 討 し な が ら 、 治 療 間 隔 を

徐 々 に 延 ば し て い く 予 定 で あ る 。  

尿 路 限 局 性 の ア ミ ロ イ ド ー シ ス は 、 １ 例 の

み 再 発 の 報 告 が あ る が 、 生 命 予 後 は 比 較 的 良

好 で あ る 。 尿 路 ア ミ ロ イ ド ー シ ス の 保 存 的 治

療 と し て D M S O の O D T 療 法 は 手 技 も 簡 便 か つ

安 全 で あ り 、 手 術 治 療 に 踏 み 切 る 前 に ま ず 試

み る べ き 有 効 な 治 療 法 で あ る と 思 わ れ た 。  

         

 

結 語  

 

尿 管 ・ 膀 胱 ア ミ ロ イ ド ー シ ス に 対 し D M S O

に よ る 経 皮 的 吸 収 療 法 を 行 い 奏 効 し た 症 例 を 、

文 献 的 考 察 を 加 え 報 告 し た 。  

 

（ 本 論 文 の 主 旨 は 第 3 4 5 回 日 本 泌 尿 器 科 学 会 北 海

道 地 方 会 に お い て 発 表 し た 。）
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図表の説明  
 

Fig 1 
        Ultrasound sonography reveals a intravesical  mass in the region of 

the r ight  ureteral  orif ice.  

Fig 2  
        Intravenous pyelography shows r ight  hydronephrosis .  

Fig 3 
Retrograde pyelography shows severe str icture of  the r ight  lower 
ureter.  
 
Fig 4 
Polarized l ight  microscopic observation on the Congo-Red stained 
specimen shows specific green birefr ingence in the submucosal  
deposit .  
 
Fig 5 
 DIP. Right  hydronephrosis  disappeared after  6 months of  the 
therapy.   
 
Table 1 
Localized amyloidosis  of  the ureter  in Japan.  
 

 



 Table  1  
 
性  別  ： 男 性  9 例 ,  女 性  1 8 例  
年  齢  ： 1 9～ 8 2 歳 （ 平 均 5 6 . 9 歳 ）  
患  側  ： 右  1 0 例 ,左  1 7 例  
発 生 部 位 ： 上 部  3 例 ,中 部  5 例 ,下 部 1 8 例 ,全 域 1 例  
主  訴  ： 血 尿 1 2 例 ,側 腹 部 ・ 背 部 痛 1 3 例 ,発 熱 1 例  

下 肢 の 腫 脹 1 例  
術 前 診 断 ： 尿 管 腫 瘍 1 6 例 ,尿 管 狭 窄 5 例  

ア ミ ロ イ ド ー シ ス 6 例  
治 療 法  ： 腎 尿 管 全 摘 除 術 11 例 ,尿 管 部 分 切 除 術 1 2 例  

生 検 の み  1 例 ,尿 管 ス テ ン ト 留 置 １ 例  
D M S O 局 注 1 例 , D M S O  O D T 療 法 1 例  
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